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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
」
と
云
う
丁
寧
な
意
味
の
“
真
多

謝
あ
り
が
と
う
台
湾
” 

東
日
本
大
震
災
世
界
最
大
支
援
国
の
ミ
ニ

幟
を
寄
贈
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
作
家
の
故
司
馬
遼
太
郎
氏
の
名
作
シ

リ
ー
ズ
“
街
道
を
い
く
”
の
中
で
最
高
傑
作
と
云
わ
れ
た
の
が
司

馬
氏
が
“
日
本
人
以
上
の
日
本
人
”
と
評
し
た
李
登
輝
氏
と
対
談

し
た
「
街
道
を
い
く
台
湾
紀
行
」
と
云
わ
れ
る
が
そ
の
中
で
司
馬

氏
は
李
氏
の
様
な
戦
前
ま
で
日
本
軍
人
だ
っ
た
誇
り
を
も
っ
て

生
き
て
き
た
多
く
の
台
湾
人
達
と
出
会
い
「
な
ぜ
日
本
は
台
湾
を

捨
て
た
ん
で
す
か
？
」
と
質
問
さ
れ
て
言
葉
に
窮
し
て
し
ま
う
場

面
が
度
々
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
た
。

先
般
の
熊
本
の
地
震
で
も
数
年
前
の
東
日
本
大
震
災
で
も
い

ち
早
く
日
本
に
多
大
な
支
援
を
寄
せ
て
く
れ
た
の
は
台
湾
だ
っ

た
。振

り
返
れ
ば
、
中
国
本
土
に
長
い
間
、
化
外
の
地
と
蔑
ま
れ

て
、
後
に
日
本
の
明
治
新
政
府
に
よ
っ
て
近
代
化
さ
れ
、
日
本
の

“
真
多
謝
あ
り
が
と
う
台
湾
”

　
　
　
　
　

東
日
本
大
震
災
世
界
最
大
支
援
国

又
、
東
日
本
大
震
災
の
日
が
巡
っ
て
き
ま
す
。（
そ
し
て
、
お

り
し
も
Ｗ
Ｂ
Ｃ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
予
選
の
第
一
ラ
ウ

ン
ド
が
４
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
少
し
長
い
で
す
が
、
改

め
て
、
そ
れ
に
纏
わ
る
お
話
し
で
す
。）

“
真
多
謝
あ
り
が
と
う
台
湾
” 

東
日
本
大
震
災
世
界
最
大
支
援

国
と
云
う
ミ
ニ
幟
を
創
っ
て
父
が
地
元
秋
田
で
平
成
四
年
か
ら

始
め
た
特
攻
招
魂
祭
へ
昨
年
と
今
年
の
講
師
を
派
遣
し
て
く
だ

さ
っ
た
日
本
李
登
輝
友
の
会
と
講
師
を
泊
め
て
頂
き
歓
待
し
て

下
さ
っ
た
秋
田
市
内
の
ユ
ー
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
八
橋(

松
村
譲
裕
社

長)

へ
寄
贈
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

以
前
に
も
謝
謝
あ
り
が
と
う
台
湾
と
云
う
ミ
ニ
幟
を
ユ
ー
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
さ
ん
が
置
い
て
下
さ
っ
た
が
東
京
の
姉
妹
店
に
も

置
い
て
下
さ
る
！
と
の
事
で
今
回
は
台
湾
語
で
「
本
当
に
ど
う
も

李 

登
輝
さ
ん
を
め
ぐ
る
秋
田
の
動
き
な
ど

舛　

谷　

政　

雄
（
会
員
）
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敗
戦
後
、
中
国
本
土
か
ら
司
馬
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
歴
史
上

初
め
て
文
明
が
高
い
国
が
文
明
の
低
い
国
に
統
治
さ
れ
た
」
経
験

を
持
ち
、
日
本
と
中
国
本
土
の
夫
々
の
統
治
の
違
い
を
身
を
持
っ

て
味
わ
っ
た
の
が
台
湾
人
達
で
あ
っ
た
。

イ
ン
フ
ラ
、
司
法
、
農
業
、
医
療
、
衛
生
、
鉄
道
、
教
育
、
全

て
を
日
本
統
治
時
代
に
近
代
化
に
導
い
て
い
っ
た
リ
ー
ダ
ー
は

八
田 

與
一
、
新
渡
戸
稲
造
、
そ
し
て
台
湾
総
督
府
長
官
の
児
玉

源
太
郎
そ
の
元
で
台
湾
民
生
局
長
官
を
務
め
後
の
満
鉄
総
裁
や

東
京
市
長
を
歴
任
し
た
後
藤
新
平
等
の
数
々
の
明
治
時
代
エ
ー

ス
級
人
物
を
日
本
は
惜
し
げ
も
な
く
投
入
し
た
。

(

関
東
大
震
災
後
の
東
京
で
は
都
民
が
後
藤
の
思
い
に
応
え
東

京
市
民
自
ら
が
土
地
を
寄
付
し
て
、
そ
れ
を
基
に
道
路
や
公
共
施

設
を
整
備
し
て
現
在
の
東
京
の
基
礎
と
云
わ
れ
た
帝
都
復
興
を

成
し
遂
げ
た
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
人
物
で
台
湾
統
治
時
代
の
経

験
も
参
考
に
し
た
と
云
わ
れ
る
。
因
み
岩
手
県
奥
州
市
の
後
藤
新

平
記
念
館
は
近
隣
の
高
野
長
英
記
念
館
、
斎
藤
実
記
念
館
と
供
に

一
日
が
か
り
で
見
て
も
楽
し
め
る
記
念
館
の
町
で
も
あ
る
。
実
際

に
李
登
輝
氏
も
尊
敬
し
て
い
た
後
藤
新
平
記
念
館
を
第
一
回
後

藤
新
平
賞
受
賞
者
と
し
て
訪
ね
て
い
る
。)

植
民
統
治
地
政
策
を

取
っ
た
世
界
の
国
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト(

貸
借
対
照
表)

は
日
本

だ
け
が
唯
一
最
大
の
赤
字
国
だ
っ
た
と
云
わ
れ
る
。

そ
の
日
本
の
恩
恵
、
特
に
教
育
の
上
で
日
本
を
知
る
最
後
の
台

湾
の
日
本
語
世
代
が
後
に
中
国
国
民
党
総
統
か
ら
初
め
て
の
民

主
的
な
選
挙
で
総
統
に
選
ば
れ
る
と
云
う
離
れ
業
を
行
っ
た
李

登
輝
氏
で
あ
っ
た
。

そ
の
李
登
輝
氏
が
９
歳
の
頃
に
ラ
ジ
オ
で
聞
い
て
感
動
し
た

云
う
日
本
と
台
湾
の
関
係
を
象
徴
す
る
事
が
あ
っ
た
。

当
時
、
台
湾
で
練
習
試
合
で
も
一
勝
も
勝
て
な
か
っ
た
弱
小
野

球
チ
ー
ム
嘉
義
農
林
学
校
が
何
と
い
き
な
り
台
湾
全
島
の
予
選

を
勝
ち
上
が
っ
た
だ
け
で
な
く
夏
の
甲
子
園
本
大
会
の
決
勝
戦

ま
で
進
出
し
て
中
京
商
業
に
惜
敗
す
る
と
云
う
”
事
件
“
が
あ
っ

た
！(

殆
ど
の
日
本
人
は
知
ら
な
い
が
因
み
に
戦
前
の
甲
子
園
大

会
は
朝
鮮
代
表
、
満
州
代
表
も
参
加
し
て
い
る
大
会
で
世
界
の

植
民
地
統
治
を
お
こ
な
っ
た
国
で
は
考
え
ら
れ
な
い
大
会
で
も

あ
っ
た
。)

弱
小
野
球
チ
ー
ム
嘉
義
農
林
学
校
を
率
い
た
の
は
松
山
商
業

Ｏ
Ｂ
で
コ
ー
チ
を
し
て
挫
折
を
味
わ
い
台
湾
へ
教
員
と
し
て
移

り
す
ん
で
来
た
日
本
人
監
督
で
元
々
の
夫
々
が
持
つ
特
徴
、
即
ち

台
湾
人
の
強
力
な
打
力
、
現
地
人
の
俊
足
力
、
日
本
人
の
堅
実
な

守
備
力
を
混
成
し
た
チ
ー
ム
で
あ
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
が
八
紘
一
宇

で
あ
っ
た
。
当
時
の
日
本
人
指
導
者
が
台
湾
人
も
現
地
人
も
日

本
人
も
分
け
隔
て
な
く
協
力
し
て
上
げ
た
教
育
上
の
実
績
事
例

だ
っ
た
。(
如
何
に
指
導
者
に
よ
っ
て
高
校
生
は
変
わ
る
か
？
恐

ろ
し
い
く
ら
い
の
事
実
だ
っ
た
。)
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こ
の
甲
子
園
準
優
勝
が
後
の
台
湾
プ
ロ
野
球
の
基
礎
に
な
っ

た
。時

代
は
下
っ
て
２
０
１
１
年
東
日
本
大
震
災
へ
世
界
最
大
の

支
援
金
が
台
湾
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
が
翌
年
の
政
府
主
催
の
追
悼

行
事
に
は
日
本
政
府
は
約
１
６
０
の
国
と
国
際
機
関
の
代
表
に

会
場
１
階
に
来
賓
席
を
用
意
し
た
が
、
当
時
の
日
本
政
府
は
中
国

本
土
の
顔
色
を
伺
い
、
台
湾
代
表
を
２
階
の
一
般
席
に
案
内
。
指

名
献
花
か
ら
も
外
し
た
。

そ
ん
な
な
か
で
、
２
年
後
の
、
２
０
１
３
年
東
京
ド
ー
ム
で
第

３
回
Ｗ
Ｂ
Ｃ
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
ア
ジ
ア
予

選
日
本
台
湾
戦
に
於
い
て
民
間
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー

が
呼
び
掛
け
た
日
本
人
の
有
志
達
が
東
京
ド
ー
ム
へ
“
謝
謝
台
湾

東
日
本
大
震
災
支
援
”
と
書
い
た
プ
レ
ー
ト
で
ド
ー
ム
を
囲
ん

だ
。そ

れ
を
目
に
し
た
惜
敗
し
た
台
湾
チ
ー
ム
が
感
動
し
最
後
に

マ
ウ
ン
ド
で
円
を
創
り
、
ド
ー
ム
の
日
本
人
達
に
三
百
六
十
度
の

感
謝
の
一
礼
を
し
て
球
場
を
後
に
し
た
。（
な
ぜ
か
殆
ど
の
テ
レ

ビ
局
は
こ
の
プ
レ
ー
ト
も
台
湾
チ
ー
ム
の
一
礼
も
放
送
・
報
道
は

し
な
か
っ
た
。）

上
記
の
様
に
我
々
の
先
人
が
残
し
た
遺
産
が
台
湾
の
人
々
に

残
っ
て
い
る
。
今
で
も
台
湾
人
達
の
旅
行
し
た
り
、
住
み
た
い
国

と
尊
敬
す
る
国
の
第
一
位
は
日
本
だ
と
云
わ
れ
る
。(

留
学
は
米

国
が
第
一
位
で
日
本
は
二
位)

戦
後
、
私
達
は
先
人
が
台
湾
へ
残
し
た
遺
産
と
台
湾
人
の
日
本

に
対
す
る
気
持
ち
に
応
え
る
事
を
東
京
ド
ー
ム
に
集
っ
た
若
者

た
ち
の
様
に
、
し
て
き
た
だ
ろ
う
か
？

冒
頭
の
司
馬
遼
太
郎
氏
の
戸
惑
い
も
其
処
に
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

さ
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
３
年
後
に
控
え
台
湾
の
観
光
客

も
近
く
て
安
全
な
日
本
に
応
援
や
観
光
に
益
々
や
っ
て
く
る
だ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。(

恐
ら
く
今
で
も
日
本
の
外
人
訪
問
客
の
上

位
の
国
の
一
つ
だ
と
思
わ
れ
る
。)

秋
田
も
今
年
か
ら
定
期
便
を
目
指
し
て
秋
田
と
台
湾
間
の

チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
大
幅
に
増
便
す
る
事
に
な
っ
た
。

“
真
多
謝
あ
り
が
と
う
台
湾
”
ミ
ニ
幟
を
置
い
て
く
れ
た
秋

田
市
の
ユ
ー
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
八
橋
は
野
球
場
も
含
む
多
く
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
が
近
く
今
は
プ
ロ
野
球
や
大
リ
ー
グ
で
活
躍
し
て

い
る
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
有
投
手
等
の
甲
子
園
を
沸
か
せ
た
多
く
の

球
児
達
が
高
校
時
代
に
宿
泊
し
た
全
国
の
高
校
球
児
と
監
督
が
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集
ま
る
宿
で
も
あ
る
。

何
時
の
日
か
秋
田
の
高
校
野
球
チ
ー
ム
と
嘉
義
農
林
学
校
の

様
な
台
湾
の
高
校
球
児
達
が
試
合
や
合
宿
で
日
本
の
チ
ー
ム
に

ま
み
え
る
時
に
、
こ
の
ミ
ニ
幟　
“
真
多
謝
あ
り
が
と
う
台
湾
”　

を
見
て
両
国
の
我
々
の
先
人
の
歴
史
に
思
い
を
寄
せ
て
来
る
日

を
願
っ
て
今
回
改
め
て
フ
ロ
ン
ト
へ
置
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
！

真
多
謝
台
湾

２
０
１
７
年
３
月
10
日　

舛
谷
政
雄　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
か

ら
加
筆
、
修
正

（
私
的
な
事
だ
が
昨
年
の
平
成
三
十
年
夏
の
第
百
回
の
高
校
野

球
選
手
権
記
念
大
会
決
勝
戦
に
秋
田
県
勢
と
し
て
第
一
回
大
会

以
来
決
勝
へ
進
出
し
た
秋
田
県
金
足
農
業
高
等
学
校
は
嘉
義
農

林
学
校
以
来
の
農
業
高
等
学
校
の
快
挙
で
あ
っ
た
。
そ
の
決
勝
の

ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
ま
で
勝
ち
進
ん
だ
応
援
団
の
幕
を
弊
社
で

受
注
し
、
秋
田
県
大
会
優
勝
か
ら
納
期
の
な
い
な
か
で
製
作
と
デ

ザ
イ
ン
も
弊
社
金
足
農
業
Ｏ
Ｂ
に
任
せ
た
。
そ
し
て
地
元
新
聞
で

も
戦
前
の
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
と
今
回
の
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｏ
の
関
連
記
事
も

後
日
良
く
目
に
す
る
事
に
な
っ
た
。）

追
記
、
平
成
三
十
年
二
月
の
或
る
晴
れ
た
日
、
学
生
時
代
を
過

ご
し
た
京
都
東
山
の
無
数
の
墓
地
が
立
ち
並
ぶ
な
か
で
約
二
時

間
を
掛
け
て
司
馬
遼
太
郎
氏
の
お
墓
を
見
つ
け
手
を
あ
わ
せ
て

き
た
。（
何
度
も
諦
め
よ
う
と
思
っ
た
が
遠
く
か
ら
丁
度
、
司
馬

氏
の
命
日
に
近
い
事
も
あ
り
、
司
馬
氏
の
生
前
の
代
表
作
で
あ
っ

た
“
菜
の
花
の
沖
”
か
ら
由
来
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
菜
の
花
が
幸

運
に
遠
く
か
ら
目
に
入
っ
て
き
た
の
が
手
掛
か
り
と
な
っ
た
。）

司
馬
氏
と
対
談
し
た
李
登
輝
氏
も
お
墓
を
訪
ね
た
事
が
あ
る

と
云
う
（
因
み
に
李
登
輝
氏
の
学
生
時
代
に
京
都
で
過
ご
し
て

い
た
京
大
農
学
部
の
恩
師
が
後
に
私
の
大
学
だ
っ
た
京
都
産
業

大
学
学
長
と
な
り
私
自
身
も
一
年
教
え
を
受
け
た
故
柏
祐
賢
氏

だ
っ
た
）

そ
の
李
登
輝
氏
が
故
中
嶋
嶺
雄
氏
の
招
き
で
中
嶋
氏
が
当
時

学
長
を
務
め
て
い
た
国
際
教
養
大
学
で
平
成
十
九
年
六
月
に
特

別
講
義
を
行
っ
た
内
容
は
司
馬
遼
太
郎
氏
と
の
出
会
い
か
ら
振

り
返
っ
て
自
身
と
台
湾
と
日
本
を
戦
前
と
戦
後
、
身
を
持
っ
て
経

験
を
し
た
人
生
観
を
次
の
世
代
へ
と
繋
ぐ
講
話
で
あ
っ
た
。

そ
の
場
に
は
私
を
含
め
多
く
の
一
般
聴
講
の
方
々
に
混
じ
っ

て
矢
張
り
司
馬
遼
太
郎
氏
の
街
道
を
ゆ
く
秋
田
紀
行
で
司
馬
氏

の
高
い
評
価
を
受
け
た
雑
誌
「
原
点
」
編
集
長
の
武
藤
拓
自
氏
、
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そ
し
て
昨
年
十
一
月
に
日
本
李
登
輝
氏
友
の
会
秋
田
県
支
部
を
設

立
し
て
代
表
と
な
る
こ
と
に
な
る
佐
藤
典
子
先
生
（
中
嶋
氏
と
同

じ
長
野
県
出
身
で
秋
田
市
内
に
て
皮
膚
科
開
業
）
も
お
ら
れ
た
。

付
言
す
れ
ば
前
述
の
ミ
ニ
幟
は
仙
台
市
長
時
代
に
李
登
輝
氏

の
み
ち
の
く
の
旅
を
中
嶋
氏
と
一
緒
に
支
え
後
に
国
際
教
養
大

学
で
中
嶋
氏
と
と
も
に
教
鞭
を
と
っ
た
梅
原
克
彦
氏
に
よ
っ
て

昨
年
平
成
三
十
年
六
月
、
戦
没
者
慰
霊
の
為
に
沖
縄
県
を
訪
問
さ

れ
た
李
登
輝
氏
に
ご
覧
に
入
れ
る
機
会
を
得
た
。

人
生
は
誠
に
人
々
が
過
去
と
現
在
の
縁
と
云
う
風
で
重
な
り

あ
い
な
が
ら
回
っ
て
い
る
風
か
ざ
ぐ
る
ま車
の
様
に
思
え
て
く
る
昨
今
で
あ

る
。

平
成
三
十
一
年
三
月

日
本
李
登
輝
友
の
会
会
員

ツ
バ
サ
広
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長　

舛
谷
政
雄

李
登
輝
氏　

曾
文
恵
・
令
夫
人
と
梅
原
克
彦
氏
の
写
真
は
日
本

李
登
輝
友
の
会
会
員
・
前
能
代
市
議
会
議
員　

小
野
立
氏
撮
影　

（
金
足
農
業
野
球
部
監
督
の
中
泉
一
豊
監
督
を
指
導
者
と
し
て

長
年
に
渡
っ
て
育
成
し
た
の
が
小
野
立
氏
の
父
上
で
秋
田
県
高

校
野
球
界
の
名
伯
楽
と
し
て
知
ら
れ
る
小
野
平
氏
）
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